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百
年
後
も
続
か
せ
る
お
寺
で
あ
る
為
に

酒

　井

　菜

　法

　

埼
玉
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
県
内
初
の
宗
教
法
人
と
し
て
令
和
三
年
七
月
三
十
一
日
に
認
定
さ
れ
た
事
の
発
表
を
元
に
「
百
年
後

も
続
か
せ
る
お
寺
で
あ
る
為
に
」
何
が
出
来
る
か
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。（
資
料
㊀
）

　

認
定
の
一
因
は
、
高
應
寺
が
様
々
な
活
動
を
継
続
し
て
い
る
事
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。（
資
料
㊁
）
ま
た
、
そ
の
様
々
な
活
動
を
埼
玉

県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
申
請
書
に
沿
っ
て
詳
細
に
記
載
し
た
事
も
認
定
の
一
因
で
す
。（
資
料
㊂
、
㊃
）

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
国
連
が
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
人
類
が
こ
の
地
球
、
社
会
で
暮
ら
し
続
け
る
為
に
や
る
べ
き
具
体
的
目
標
を
掲
げ
ま
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
「
地
球
」
の
中
で
は
、
お
寺
も
私
と
い
う
僧
侶
も
一
員
で
あ
る
か
ら
こ
そ
共
に
関
わ
る
べ
き
と
思
い
申
請
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
内
で
は
現
在
三
一
五
の
団
体
や
法
人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
宗
教
法
人
は
高
應
寺
が
初
め
て
で
す
。

　

し
か
も
三
郷
市
内
で
は
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
と
高
應
寺
だ
け
で
す
。
三
郷
市
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
し
て
具
体
的
な
取
組
や
申
請
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
都
道
府
県
、
市
町
村
に
よ
っ
て
取
り
組
み
や
申
請
内
容
は
様
々
で
す
。

　

高
應
寺
は
内
閣
府
地
方
創
生
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
も
加
盟
し
ま
し
た
。
発
足
式
で
は
経
団
連
会
長
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
稼

ぐ
地
域
を
い
か
に
作
る
か
だ
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
僧
侶
に
と
っ
て
「
稼
ぐ
」
と
聞
く
と
場
違
い
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
金
儲
け
に
利
用
し
て
い
る
と
さ
え
思
い
ま
す
が
、「
稼
ぐ
地
域
」
は
「
持
続
可
能
な
地
域
」「
百
年
後
も
続
く
お
寺
」
で
あ
る
と
言
い
換

え
れ
ば
と
て
も
大
事
な
事
で
す
。

　

僧
侶
一
人
で
は
救
え
る
命
に
限
り
が
有
り
ま
す
。
官
民
連
携
し
「
仏
教
で
救
済
す
る
」
事
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
す
。
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83 百年後も続かせるお寺である為に（酒井）

い
ま
ま
で
、
様
々
な
活
動
を
行
政
と
連
携
し
て
出
来
な
い
か
模
索
し
て
き
ま
し
た
が
、
宗
教
法
人
法
に
よ
り
新
宗
教
や
カ
ル
ト
宗
教
と
同

じ
よ
う
に
扱
わ
れ
高
應
寺
も
門
前
払
い
で
し
た
。
今
も
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
埼
玉
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
と
お
り
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
お
寺
や
僧
侶
も
加
え
ら
れ
る
べ
き
事
を
証
明
し
た
の
で
す
。

　
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」
が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
よ
う
に
、
お
寺
と
地
域
の
関
わ
り
が
重
要
視
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
建
造
物
や
仏
像
の
価
値
や
歴
史
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
為
に
何
を
す
る
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
持
続
可
能
な
社
会
に
す
る
為
に
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
が
大
事
で
す
。
経
団
連
や
牧
師
が
示
す
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
な
く
、
日
蓮
宗
僧
侶
が
法
華
経
の
精
神
で
能
化
の
自
覚
を
持
ち
各
々
に
出
来
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
事
は
と
て
も
尊
い
導

き
と
な
り
地
球
、
社
会
、
お
寺
、
衆
生
が
救
済
で
き
る
の
で
す
。

　

今
後
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
他
の
新
宗
教
も
認
め
ら
れ
る
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
、
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
一

刻
も
早
く
、
多
く
の
本
宗
寺
院
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
認
定
さ
れ
る
事
を
願
い
ま
す
。

　

本
宗
寺
院
が
申
請
す
る
際
の
参
考
に
、
高
應
寺
の
申
請
書
を
ご
覧
下
さ
い
。（
資
料
㊀
、
㊃
）

　

私
も
埼
玉
県
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
申
請
事
例
集
を
見
る
ま
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
項
目
毎
に
法
華
経
の
教
え
と
ど
の
よ
う
に
重
な
る
か
ば
か
り
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
法
人
と
し
て
何
が
出
来
る
か
に
視
点
を
変
え
る
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
身
近
に
取
り
組
め
る
事
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

宣
言
書
は
埼
玉
県
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
、
社
会
、
経
済
の
三
側
面
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
目
標
を
三
年
後
な
ら
び
に
二
〇

三
〇
年
に
向
け
た
指
標
を
数
値
で
記
し
一
年
ご
と
に
報
告
し
ま
す
。（
資
料
㊂
）

　

基
本
的
取
組
事
項
は
通
常
は
非
公
開
で
す
が
宣
言
書
と
共
に
行
政
に
提
出
し
た
具
体
的
な
内
容
を
全
て
記
載
し
ま
し
た
の
で
参
考
に
提

示
し
ま
す
。（
資
料
㊃
）

　

取
組
事
項
㊀
人
権
・
労
働
を
お
寺
と
し
て
考
え
る
と
、
異
文
化
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
理
解
、
墓
地
や
参
拝
の
自
由
、
僧
風
教
育
、
勤
務

環
境
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
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取
組
事
項
㊁
環
境
を
お
寺
と
し
て
考
え
る
と
、
塔
婆
リ
ユ
ー
ス
、
自
然
保
護
、
井
戸
水
な
ど

　

取
組
事
項
㊂
公
正
な
事
業
慣
行
を
お
寺
と
し
て
考
え
る
と
、
個
人
情
報
保
護
、
財
務
顧
問
な
ど

　

取
組
事
項
㊃
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
お
寺
と
し
て
考
え
る
と
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
開
放
、
仏
教
を
伝
え
る
工
夫
、
墓
地
、
悩
み
相
談
な
ど

　

取
組
事
項
㊄
社
会
や
地
域
へ
の
貢
献
を
お
寺
と
し
て
考
え
る
と
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
開
放
、
仏
教
を
伝
え
る
工
夫
、
墓
地
、
悩
み
相
談
、

支
援
活
動
な
ど

　

取
組
事
項
㊅
組
織
体
制
を
お
寺
と
し
て
考
え
る
と
、
檀
家
名
簿
の
デ
ー
タ
ー
化
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
保
険
、
百
年
続
く
運
営
な
ど

　

認
定
後
は
認
定
者
限
定
の
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
が
随
時
案
内
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
に
参
加

す
る
事
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
古
民
家
の
再
利
用
や
不
登
校
児
童
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
材
木
の
再
利
用
な
ど
お
寺
で
も
参
考
に
な

る
よ
う
な
団
体
が
多
数
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
せ
。　

nanohanaho@
yahoo.co.jp

　

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

合
掌　
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資
料
㊀　

埼
玉
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
証
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資
料
㊁　

拙
著
「
宗
教
者
の
公
共
空
間
に
お
け
る
実
践
」　
『
現
代
宗
教
研
究
』　

第
五
十
三
号

207

現代宗教研究　第53号（2019.3）

現代宗教研究
第53号 再　校 　　月　　日

第
二
十
七
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
日
蓮
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー

宗
教
者
の
公
共
空
間
に
お
け
る
実
践

酒

　
井

　
菜

　
法

　
　
埼
玉
県
三
郷
市
高
應
寺
住
職
、
酒
井
菜
法
と
申
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
私
の
発
表
の
目
次
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
ず
、
第
一
章
で
私
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
臨
床
宗
教
師
で
な
く

て
も
で
き
る
、
町
や
医
療
と
連
携
す
る
実
例
を
お
話
し
ま
す
。
第
二
章
の
、
日
本
社
会
の
背
景
や
現
状
は
、
現
代
社
会
が
宗
教
者
に
何
を

求
め
て
い
る
か
が
伺
え
ま
す
が
、
本
日
は
お
時
間
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
資
料
と
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
第
三
章
で

は
私
の
気
づ
き
と
宗
教
者
が
求
め
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
第
四
章
で
は
上
尾
中
央
総
合
病
院
の
様
子
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
第
一
章
で
す
。
私
が
臨
床
宗
教
師
と
し
て
活
動
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
父
が
仏
教
学
者
の
三
友
健
容
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
客
員
教
授
の
際
に
、
家
族
で
渡
米
を
し
、
幼
少
期
は
ア

メ
リ
カ
の
小
学
校
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
授
業
で
、
友
人
の
ご
両
親
が
来
て
、
自
分
の
文
化
や
人
種
、
宗
教
な
ど
を
話
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
多
種
多
様
な
宗
教
と
価
値
観
が
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
で
厳
粛
な
カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
に
一
年
間
留
学
し
、
学

校
に
隣
接
す
る
教
会
内
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
働
く
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
の
配
慮
で
、
シ
ス
タ
ー
が
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
姿
を
見
学
さ
せ
て
頂

き
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
大
学
時
代
に
は
、
日
蓮
宗
の
海
外
布
教
の
様
子
や
チ
ベ
ッ
ト
、
台
湾
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
宗
教
者
が
寄
り
添
う
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資
料
㊂　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
宣
言
書
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資
料
㊃　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
県
内
企
業
等
の
基
本
的
取
組
事
項

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２） 

 

 
分
野 

番
号 

取組の参考例 主なＳＤＧｓ関連ゴール 自ら率先して取り組む具体的な内容 
（国、県、市町村の登録制度や認定制度がありましたら御記載ください。） 

①
人
権
・労
働 

1 

【差別・ハラスメントの禁止】 

・性別、年齢、障がい、国籍、出身などによる差別・セクハラ、マタハラ、パワ

ハラ等のハラスメントを防ぐ教育体制や相談体制を整備し、差別・ハラスメ

ントがないことを確認している。 
 

人権問題への取り組みとして、血縁や性別に関係無く一緒にお墓

に入りたい人と一緒にお墓に入れる永代供養墓を作った。 

 

労働環境の整備として安心して働けるよう防犯カメラとセキュリ

ティーを強化した。 

 

国や文化の違いがあっても平等に参拝できるお寺として異文化交

流講演など行い理解を深めている。 

 

２ 

【労働時間・安全衛生・メンタルヘルス】 

・作業中の事故等を防ぐため、長時間労働の防止に取り組み、安全で衛生的な

労働環境の整備に取り組んでいる。また、メンタルヘルスを良好に維持できる

ように対策に取り組んでいる。 
 

３ 

【多様な人材】 

・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者等）が、十分に活躍できる環

境の整備に取り組んでいる。  

４ 

【人材育成】 

・能力開発、教育訓練の機会を企業・団体等の従業員・職員等に提供してい

る。  

５ 
【公正な待遇】 

・雇用形態に関わらず、同一労働同一賃金等の原則に沿って対応している。 
 

②
環
境 

6 

【エネルギー・温室効果ガスの現状把握と対策計画の策定・取組】 

・企業・団体等が活動するうえで、エネルギー使用量、温室効果ガスの排出

量を把握し、排出の抑制に取り組んでいる。  

境内に生息するホタル、天然記念種の森青蛙、野鳥や樹齢400年

の松など自然を保護し、極力無農薬で手入れをする事で、様々な

生き物が生存している。次世代が生きとし生けるものと共生して

いることを学べるよう引き続き自然保護を支援者と共に目指す。 

持続可能な自然保護を目指す。 

 

被災時には井戸水を提供出来るよう、井戸水のポンプの定期

検査を怠らずいざという時のために備える。 

 

再資源として、昭和４０年代に銀座を走っていた都電の敷石

を 27枚活用し境内の敷石にしたことで世代を超えて思いを

はせながら、歩きやすくなった。 

7 

【有害化学物質】 

・法令等で規制されている有害化学物質を把握し、使用量の抑制及び適切

な使用に取り組んでいる。  

8 

【生物多様性】 

・企業・団体等の活動が生物多様性や生態系に悪影響を及ぼさないよう配

慮している。  

9 

【３Ｒの推進】 

・リデュース（減らす）、リユース（繰り返し使う）、リサイクル（再資源化する）

に取り組んでいる。  

10 

【再生可能エネルギーの利用】 

・太陽光パネルの設置や使用エネルギーの契約内容を見直すことなど、再

生可能エネルギーの利用に取り組んでいる。  

（様式第３号） 企業・団体等の名称 

宗教法人 高応寺 

 

分
野 

番
号 

取組の参考例 主なＳＤＧｓ関連ゴール 自ら率先して取り組む具体的な内容 
（国、県、市町村の登録制度や認定制度がありましたら御記載ください。） 

③
公
正
な
事
業
慣
行 

１1 

【汚職・贈収賄防止、公正な競争、個人情報保護】 

・汚職・贈収賄を禁止する方針、不正な行為に関与しない方針を掲げ、企

業・団体等内部の従業員・職員等に周知している。個人情報を適切に管理し

ている。  

個人情報を適切に管理するため、厳重なシステム化にしている。 

 

運営に対し、周囲が誤解せず理解を深めるため、財務税務顧問に

よる適切な運営を行っている。 

12 
【フェアトレード】 

・発展途上国などで作られた作物や製品について、認証された品物のみ取

り扱うなど、適正な価格で取引している。  

13 

【生産・物流・販売の管理】 

・サプライヤー（仕入れ先）、事業パートナー等と、人権侵害の防止、生物多

様性や生態系への悪影響の防止、倫理面での適切な対応（ハラスメント・汚

職・贈収賄防止）について認識を共有し、共に取り組んでいる 

 

 

④
製
品
・サ
ー
ビ
ス 

14 

【商品・サービスの安全性、品質保証】 

・取扱商品やサービスの安全性を確保するための仕組み、品質のよい商品

やサービスを提供するための仕組みを構築している。  

誰一人取り残さない寄り添いを様々な専門家と連携して企画して

いる。 

がんカフェ、子ども食堂、マルシェ、書道、ヨガ、宇宙講演会、中学

生職業体験、写経会、毎朝の坐禅会、マインドフルネス瞑想、企業セ

ミナー、YouTubeやzoom動画配信、永代供養墓の樹木葬やガ

ラス墓、法事や葬儀、四季折々を愛でる行事、花祭り、お盆、お彼

岸、自然保護、ホタルの夕べ 

 

不登校の児童や大人の鬱など悩み相談 

 

メディア出演や出版による社会全体への理解を深める活動 

 

コロナ禍により全ての業種が不景気となり、若年層の貧困や

自死も増えている。その為継承やお金を気にする事無く従来

の墓地よりも気軽に入れる永代供養墓や樹木葬など誰一人

取り残すことなく供養でき、遺された人の心のケアも出来る

ような低価格墓地を用意することで、救済できる 

 

  

 

15 

【環境配慮】 

・環境に配慮した商品の取扱い、サービスの提供、製品の開発・設計に取り

組んでいる。  

16 
【社会課題解決】 

・社会課題を解決する商品の取扱い・製品・サービスの開発・展開に取り組

んでいる。 
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89 百年後も続かせるお寺である為に（酒井）
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内
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業
等
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的
取
組
事
項

 

 

分
野 

番
号 

取組の参考例 主なＳＤＧｓ関連ゴール 自ら率先して取り組む具体的な内容 
（国、県、市町村の登録制度や認定制度がありましたら御記載ください。） 

⑤
社
会
貢
献
・地
域
貢
献 

17 
【地域への配慮】 

・企業・団体等での活動等が地域に与える影響を把握し適切に対応してい

る。 

 

 

誰一人取り残さない寄り添いを女性住職と地域の専門家（人的リ

ソース）と連携して企画している。 

 

がんカフェ、子ども食堂、マルシェ、書道、ヨガ、宇宙講演会、中学

生職業体験、写経会、毎朝の坐禅会、マインドフルネス瞑想、企業セ

ミナー、YouTubeやzoom動画配信、永代供養墓の樹木葬やガ

ラス墓、法事や葬儀、四季折々を愛でる行事、花祭り、お盆、お彼

岸、自然保護、ホタルの夕べ 

 

不登校の児童や大人の鬱など悩み相談 

 

チベット、ネパール、ウィグルなどの支援を継続して行っている。 

 

メディア出演や出版、講演による社会全体への理解を深める活動 

 

地域資源、人的リソースと共に仏教的ケアが出来る高応寺は他に

はない付加価値がある。 

18 
【社会貢献活動】 

・寄付、ボランティアなど社会貢献活動に積極的に取り組んでいる。 
 

19 
【地域資源】 

・地域資源（地場産）を積極的に利用（地消地産、地産外商）している。 
 

⑥
組
織
体
制 

20 
【内部管理体制】 

・経営理念及び経営目標、団体の活動目標等を内部で共有している。 
 

400年の歴史を汚すことなく、仏教に基づき生きとし生けるも

の全てを救済するため日々精進する。 

 

檀家だけでなく、高応寺をサードプレイスとして心の拠り所とな

る人々への対応を分け隔て無く親切に行う。 

 

労働の軽減とスムーズな可視化の為に、事務仕事をシステム化し

た。 

21 
【法令遵守】 

・法令遵守の考えが企業・団体内部に浸透し、法令を確実に遵守する体制・

仕組みを構築している。  

22 
【組織体制】 

・企業・団体活動が社会・環境に及ぼす影響に対応する担当、専門部署など

の体制を整備している。  

23 

【ステークホルダー（消費者、投資家など及び社会全体）との対話】 

・ステークホルダーとの対話により、企業・団体活動がステークホルダーに

及ぼす影響を把握し、適切に対応している。  

24 

【リスクマネジメント】 

・リスクを特定、評価し、マネジメントするプロセスを整備する。また、事故や

災害などの発生における事業継続計画を立案している。  

25 

【社会的責任】 

・ＣＳＲ（企業等の社会的責任）の考えに基づき企業活動が社会・環境に及ぼ

す影響に対して、責任を持った対応に取り組んでいる。  

①人権・労働、②環境、③公正な事業慣行、④製品・サービス、⑤社会貢献・地域貢献、⑥組織体制、それぞれの分野について、「自ら率先して取り組む具体的な内容」を御記載ください。 

今時点で取り組んでいなくても、今後取り組む予定の具体的な内容が記載されていれば登録可能です。その場合、今後取り組む予定のものには、頭に【予定】と御記載ください。 

本様式は、それぞれの分野でどのような取組を行う必要があるのか参考例を示しており、これらに取り組むことで、ＳＤＧｓのどのゴールに貢献するのか整理したものになります。 

勿論、参考例以外を記載していただいて構いません。申請者の皆さまそれぞれがＳＤＧｓを自分ごとと捉え、より積極的にＳＤＧｓに取り組むことへの参考として本様式を御活用ください。 
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